
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１.宿題シートの発表会 

4 月 15 日土曜日の朝、アンフォーレ 1 階多目的室で「あんじょう
協働リビングラボ」の 3 回目を開催しました。参加者は、市民・市職
員に事務局スタッフを含めて 24 人でした。 

この日のテーマは「共創！NEXT PROJECT/チーム結成」。まずは、
参加者一人ひとりが宿題として考えてきた、安城市の地域・行政課題
を解決しながら持続可能な未来を創るプロジェクトの案を発表。 

その発表を受けて、お互いに仲間を募り合ってチームを創り、今後
のプロトタイピング（試行・社会実験）までを見越したプロジェクト
案を検討。最後に、班で決まった方向性を発表・共有しました。 
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各自が考えてきた「あんじょう共創！NEXT 
PROJECT」のアイデアを紹介し合いました。 

■ 学生安城活性化チームプロジェクト 
学生の発想力でイベントを企画～実行。２年制にして、
上級生と下級生をつくって持続可能な仕組みに！ 

■ カモン若者！年代職業ごちゃ混ぜ交流会！ 
安城で頑張る大人やイベントを知ってもらう交流会。
「参加賞」や「ガクチカ」を推し、集客につなげたい！ 

■ 安城！発展配信プロジェクト 
安城のボランティアやイベント情報を若者に発信する
サイトやアプリをつくる！制作段階から学生も参加！ 

■ Anjo△Virtuality 
若者の「参画」の一歩としてメタバース上でセミナー、
コミュニティ活動、資料閲覧など。企画はコンペで！ 

■ ドラムサークルで〝エン″を繋げよう！ 
音楽の力でまちづくり。年齢・性別・障害・人種などに
関わりなく、「縁」でつながって世界を平和に！ 

■ 地域デビューしよう！～再び若い世代に～ 
企業に出向いたり、公共施設で、町内会やボランティア
活動等の説明会を開催。定年前から地域への移行を！ 

■ 還暦式～人生はこれからが楽しい～ 
地域への参加を促すきっかけづくりとして。まずはア
クティブシニア層から。サークル勧誘のような形で！ 

 
 
 
 

■ 外国人参加の第一歩を作る 
外国人が継続的にまちづくりイベントに参加できるよ
うにしていきたい。ゴールは、リビングラボへの参加！ 

■ チェアリングでゆるっと交流 in Anjo 
公園等に椅子を持参して集まり、安城のまちについて
話したり、マルシェ、音楽、ゲーム、映画鑑賞なども！ 

■ 町内会役員やりたいやりたいプロジェクト 
役員の報酬を引き上げ、専門の事務員を置く！市役所
にも専門の対応窓口を置いては？！ 

■ ライブ・ラリー（Live・Rally） 
探した本のタイトルでしりとり、本のプレゼン、読んで
いない本で読書感想文など本を通じて人と繋がろう！ 

■ An-Houre（アン・ホウレ） 
イベント案のプレゼンコンテスト。通りがかった人でも
投票可。入賞案は企画・運営のサポートを受けて実施！ 

■ 地域を知って、体験して、好きになる！ 
月３回程度、市内の大学生に向けて、地域活動の説明・
体験・フィールドワーク・イベント開催・企画など！ 

■ 安城市ゆめまちシティプロジェクト 
子どもたちが日常的に自分で行くことができ、やってみ
たいことができる遊び場をつくる！大人たちは見守り。 

■ みんなに「あいニコ」 
放課後の教室で、企業・学生・ボランティア等が様々な
体験を提供！異世代とつながる第 3 の居場所をつくる。 

■ U-35 みんなで楽しく！クリーン大作戦！ 
草抜きとゴミ拾いイベントで仲間づくり。他の地域活動
につなげる。祭りの前後にも開催し、地域の人と交流！ 

■ 明治キャナルサイド・ネットワーク 
明治用水の水路網（道）を使って、市内団体やイベント
をワンチームとして繋ぐまちづくり拠点をつくる！ 

■ タウンサマーフェスタ 
祭りのメインは盆踊り。曲ごとに地域でチームを組み、
円の中心で手本となって踊る。優秀チームを表彰！ 

■ ひまわりやれんげを使った地域づくり 
市の交付金制度を使って、子どもも一緒に地域ぐるみで
草花を育てて地域の絆をつくろう！ 

■ 地域支え合いボランティアタクシー「まちモビ」 
地域のボランティアドライバーでデマンド型タクシー。 
高齢者の移動を助けたい！地域協議会で運営。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【発行・問合せ先】 

安城市役所  市民協働課 
TEL 0566－71－2218 
✉kyodo@city.anjo.lg.jp 
※8：30～17：15（土日祝日を除く） 

2．仲間探し～グループワーク「My Project から Our Project へ」 

ひとことアンケートより 
皆さん具体的に考えていてすご
いなと思いました／実際に企画
することで、現実感が増してきま
した／考えていたアイデアに新
たな視点で意見をもらうことで、
膨らんでブラッシュアップされ
る。対話は大切／案や企画をつく
上げる楽しさを発見した／次回
も楽しみにしています！ ほか 

発表を元に、お互いに声を掛け合い、仲間を募ってチーム結成。チーム内でプロジェクトの褒め合いや深め合いを
したあと、チームで 1 つのプロジェクトを考え、固まってきた方向性と展望について発表・共有しました。 
 「チェアリング with ドラムサークルで 

みーんなゆるっと交流 in Anjo」 
ゴール・目的：外国人を含めたみんなが集って交流し、つながる。 
取り組み内要：椅子を持って集って、話をしたり、ドラムサークルを
したりしてゆるっと過ごす。トライアルをする時には、他のチームの
みなさんも、友達を誘って是非来ていただきたいです！ 

ゴール・目的：学生が集まれる場所づくり。 
取り組み内容：就活相談として、専門家で
はなく、人生の先輩から「リアルな声」を
聞きたい！ 

ゴール・目的：町内会や市民
団体の担い手不足を解消！ 
取り組み内要：還暦式（仮）
を開催し、市民総出で還暦デ
ビューを祝う。60 歳でいいの
か？人をどう集めるか？など
の課題あり。また、七夕音頭
を各町内会で練習して踊る？
など、より良いコンテンツを
今後考えていきたい。 

「エネルギーの地産地消」（仮） 
ゴール・目的：世代間交流。おせっかい
で人を育てて、防犯・防災につなげたい。 
取り組み内要：オープンカフェで大人が
遊んでいる子どもを見たり、読書会や、
子連れパパ・ママの集い、商店街で遊び
をしたり、体を使った演劇やダンスなど
の遊びをしたり…。市民だけでなく企業
や、市役所職員・OB なども巻き込んで
やっていきたい。 

A チーム ゆるっと（B チーム） 

C チーム 

D チーム 
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 私も還暦世代。第３の居場所
をつくりたいという思いもあ
り、去年からスポーツボランテ
ィアに関わり出したのですが、
携帯にオープンチャットでど
んどん情報が入って来るよう
になり、強制参加（笑）。時代は
変わったなあ…と感じてます。 
 これまでは課題をどう解決
するか、ロジックを組んでやっ
てきたが、「僕はこんなことを
できる」「私はこんなことをし
たい」といったマグマをどうロ
ジックにつなげていくかがこ
れから僕らが市民協働の仕事
としてやっていくべきことだ
と思ったし、ここに集まってい
る よ うな 皆さ ん はも うして 

いることだなと。 
今回の活動が安

城市の協働の
先駆けになっ
ていくといい
と思いました。 

プチ講評 


